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<研究概要>

本研究課題では、これまで政策的、社会的にも関心を集めることが少なかった潜在的な随伴侵入生物の侵入実態お
よび生態学的特性を明らかにするとともに、在来生物・生態系および人間生活に対する影響評価を行う。さらに侵
入ルートおよび分布拡大プロセスについて生物学的側面および社会経済学的側面からの解明および予測を図り、検
疫・防除手法の具体的検討を行うことを目的とする。最終的には、環境省・外来生物法における「非意図的な随伴
侵入生物」の管理方針の必要性を示し、科学的提言を行う。
　(1) 非意図的な随伴侵入生物の侵入ルートの解明および防除対策
　「見えない随伴侵入生物」の実態を広く一般へ紹介するためのデータベース構築を行う。随伴侵入生物の侵入
ルートをDNA分析により明らかにして、国内外における分布拡大プロセスを解析する。特に国内外におけるカエル
ツボカビ菌の分布拡大状況を把握するとともに、本菌による生態影響実態を調査する。さらにサブテーマ
(2)(3)(4)(5)と連携して随伴侵入生物を防除する上での輸入資材の検疫手法を開発してマニュアル化する。
　(2) 輸入資材における随伴侵入生物の生態リスク評価
　輸入木材、木工資材、植物資材などに紛れて侵入してくる小型の節足動物やセンチュウ類、菌類の分類を整理し
てインベントリーを作成する。各侵入生物の生物学的特性に関する情報収集および実験データに基づき生態影響評
価を実施する。微小生物に対して可能且つ有効な検疫システムを考案する。
  (3) 外来の淡水無脊椎動物の生態リスク評価
　カワヒバリガイ、タイワンシジミなど淡水性無脊椎動物の国内外における侵入・分布拡大実態を明らかにする。
また、それらが持ち込む寄生虫の実態を解明する。カワヒバリガイおよびタイワンシジミの野外における生活史を
調べて、分布拡大・定着要因を抽出し、その防除策を立案する。
  (4) 輸入動物に随伴する病原体の生態リスク評価
　カエルツボカビ菌を分離培養する技術を確立して、在来種両生類に対する病原性評価を行う。さらに、消毒法、
治療法および予防法を開発して、防除対策を検討する。同時に輸入ペット両生類・爬虫類の感染症持ち込み状況を
モニタリングして、新興野生生物感染症の早期発見を図ることを目標とする。
  (5) 輸入動物に随伴するマダニ類の生態リスク評価
　輸入動物随伴性節足動物であるマダニとマダニ媒介性細菌・ウィルスに焦点を当て、これら随伴微生物について
国内侵入の実態調査を行う。調査で分離された細菌・ウィルスについては、実験的に生体への感染リスクについて
評価を行う。
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